
 

 

 

 

 

旅立ちの風景     若いエネルギーを携えて学び続けよ！ 

  

 司会者は くまのプーさん。放送部大活躍でした 

  

  

  心温まる 吹奏楽部、ダンス部、書道部の発表   

    

 校長雑感 
  松本蟻ケ崎高校 

    第 １７ 号 

 令和５年３月３日 

柔らかな日差しが感じられる本日、令和 4年度卒業証

書授与式が挙行されます。271名の卒業生の皆さん、

ご卒業おめでとう！苦難な状況の中、3年間本当に一

生懸命がんばりました。大人も体験したことのない世界

を自分たちなりに切り拓き、レガシーとしてたくさんの

姿勢を本校にも刻んでくれました。立派に成長した姿は

保護者のみなさまへの感謝、そして社会へ出る責務を

示すものとなろうと思われます。今感じている強い気

持ちをぜひ 4月以降も「学び続ける姿勢」に置き換え、

さらにさまざまを体験しながら自分の生きる方向を定

めていってほしいと願います。昨日は 1.2年生生徒会

により予餞会が行われました。実に 4年ぶりの対面開

催。こちらも誰も経験したことのない会。思考を凝らし、

在校生からの感謝の気持ちをこめ温かく 3年生を送り

出す工夫が随所見られました。そしてクライマックスは

1.2年生による 560人の大合唱でのエール！！「歌で

送りたい！歌いたい！」という生徒の強い気持ちが見

事な歌声とハーモニーになり、美しい調べによって 3

年生への気持ちが十分に体育館に大きく響き渡りまし

た。絶対に感染拡大を避けて全校で歌えるはず。この予

餞会のために生徒が選んだ曲は「3月 9日」。この曲に

こんな力があるとは・・・思わず号泣してしまいました。

生徒の持つ豊かな感受性に感動し、音楽が持つエネル

ギーを再確認しました。短時間でクラス練習を積んだ皆

さん、皆さんの努力や団結力、本当に見事でした。感動

をありがとう！コロナ禍では合唱は悪者扱いされ続け

ましたが、本校は 9月の合唱コンクール実施を経て、今

年度はどうしても 3年生にも校歌を歌わせてあげたか

ったため卒業式では声高らかに最後の校歌斉唱も行い

ます。3月。旅立ちの春、そしてそれぞれのあらたな世

界へと希望の春がスタートしています（↓3年担任団） 

 


